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無

位

の

真

人

1

ま

こ
と

の
人

1
学

長

藤

原

了

然

佛
教
大
学

の
建
学

の
精
神
が
、
佛
教
精
神
で
あ
る
こ
と
は
、
学
則
を
は
じ
め
、
機
会
あ
る
ご
と

に
し
ば
し
ば
力
説

さ

れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、

一
た
び
、
佛
教
精
神
と
は
如
何
ん
と
改
め
て
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
、
そ
の

答
え
は
必
ず
し
も
、
単
刀
直
入
的

に
は
行
き
か
ね
る
場
合

に
し
ば
し
ば
直
面
す
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
佛
教
精
神
が
あ

い
ま

い
で
あ
る
と
か
、
ど
う
に
で
も

説
明
で
き
る
と
い
っ
た
こ
と
に
起
因
す
る
の
で
は
な
く
、
佛

教
精
神
の
偉
大
な
抱

擁
性
と
い
う
か
、
佛
教
精
神
な
る
も

の
は
、
如
何
な
る
場
合

に
お
い
て
も
随
処
為
主
す
る
も

の
で
あ
る
こ
と
を
謗
証
す

る
も
の
に
外
な
ら
な

い
。

今
、
佛
教
精
神

の
多
く
の
と
ら
え
方
の
中

で
最
も
き
び
し
い

一
相
と
し
て
、
臨
済
義
玄
の

〈無

位
の
真
人
〉
を
伺

っ

て
み
る
。
臨
済
義
玄

(
～

八
六
七
)
は
、
中
国

に
お
け
る
臨
済
宗

の
開
祖
と
し
て
、
あ
ま
ね
く

そ
の
人
柄
は
知
ら
れ

う
る
巨
匠
で
あ
る
が
、

こ
の
人

の
著
作

で
あ
る

『臨
済
録
』

の
中

に
は
、
佛
と
凡
夫
に
対
す
る
ユ

ニ
ー
ク
な
見
解
、
人

間

の
本
質

に
対
す
る
峻
烈
な
見
識
が
示
さ
れ
て
い
る
。
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口

『臨
済
録
』
の
初
め
の
部
分
に
、
佛
す
な
わ
ち
無
性
の
真
人

(ま

こ
と
の
人
)
に
つ
い
て
、

「上
堂
。
云
、
嚇
隙
獸
養
有
二
一
無
位
真
人
一。
常
従
二
汝
等
諸
人
面
門

一出
入
。
未

一證
拠

一者
、
豫
謝
。
時
、
有

い
え

い
え

僧
出
間
、
如
何
是
無
位
真
人
。
師
下
二
禅
牀

}、
把
住
云
、
道
道
。
其
僧
擬
議
。
師
托
開
云
、
無
位
真
人
是
什
麼

か
ん

し

け
つ

乾
屎
槭
。
便
歸
二
方
丈

】。」

は
じ
め
に
、
本
文
中
の
難
解

の
語
句
を
、
朝
比
奈
宗
源
師
の
解
説

に
よ
る
。

の
赤
肉
団
上
、
わ

れ
わ
れ
の
生
ま
身

の
身
体
、
関
係
。
口
無
位

の
真
人
、
位
置
づ
け
る
こ
と

の
で
き
な

い
、
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
超
越

し
た
大
自
由
、
大
自
在

の
人
。
日
面
門
、
眼

.
耳

.
鼻
等

の
全
感
覚
器
官
。
⑳

禅
牀
、
坐
禅
の
時
に
用

い
る
椅
子
。
㈲
乾
屎
櫞
、
糞
屎
を

か
き

ま
わ
す
不
潔
な
棒
。

さ
ら
に
解
説
を
求
め
て
、
朝
比
奈
宗
源
老
師
の
訳
註
を
引
用
す
る
と
、

「上
堂

し
て
言

っ
た
。
〈こ
の
赤
肉
団
上

に

一
無
位

の
真
人
が

い
て
、
常

に
お
前
た
ち
の
面
門
を
出

た
り
入

っ
た
り
し

て
い
る
。
ま
だ
こ
の
真
人
を
見
届
け
て
い
な

い
も
の
は
、
さ
あ
看
よ
!
さ
あ
看
よ
!
〉
と
。

そ
の
時
、
ひ
と
り
の
禅
僧
が
進
み
出

て
問
う
た
。
〈そ
の
無
位
の
真
人
と
は
、

い
っ
た

い
何
者

で
す

か
。
〉師
は
席
を
下

り
て
、
僧

の
胸
倉
を

つ
か
ま
え
、
〈さ
あ
言
え
!
さ
あ
言
え
!
〉
と
。
そ
の
僧
は
擬
議
し
た
。
師
は
僧
を
突
き
放
し
て
、

〈
こ
れ
で
は
無
為

の
真
人
も
糞
か
き
べ
ら
同
然
で
は
な

い
か
〉
。
と
い
っ
て
、
そ
の
ま
ま
居
間
に
帰

っ
た
。」

(岩
波
文
庫
臨
済
録
)

無
位
の
真
人

に
対
す
る
問

い
は
幾
た
び
も
繰

さ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
今
は
た
だ
老
師
の
解
説
を
再

思
三
考
し
て
頂

き

た

い
。
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